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スポーツ現場で最適なメディカルチェック項目を満たした
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大学
学科では，毎年 �年次生に �月，
月と�	月の �回に渡りメディカルチェックを実施して
いる．これまで，このデータの蓄積・管理，学生にフィードバックするレポートの作成を��������� ��

�����にておこなっていた．しかし，この作業はデータ項目も多く，グラフ作成などもあることから，
煩雑で，時間的にも非常に負担となっていた．
今回，現場の要望により，容易にメディカルチェックデータを入力編集・蓄積し，その結果をフィー

ドバックするレポートを作成できるシステムの開発をおこなった．本システムの特長はシステムを
������に収めていることにある．������を持ち運ぶことで，システムサーバと同一ネットワー
ク内にある�� !�"� #$端末であればシステムを使用することができる．利用端末にシステムをイ
ンストールしないため，システムの修正・更新がインストールして使用する一般的なシステムよりも
容易である．
本システムは現場のニーズを満たすとともに，システムの実行媒体として ������を採用する新

たな試みにより，システムの修正・更新が一般的なシステムよりも容易であることを確認できたこと
で，十分な成果を上げたと考える．

�．はじめに

今日いたるところで体力測定がおこなわれている．
体力測定の測定方法は文部科学省が定めたものが一
般的である．この方法は対象をマスで扱うために，

筋力を握力でまた柔軟性を長座位体前屈で代表させ
決定している．
スポーツ選手，愛好者の特性の把握や，傷害予防

のためには総合的に体力を評価し，ある程度詳細な
測定結果のフィードバックが必要となってくる．し
かし，体力測定では対象者の部分的特性を表現して
いるにすぎないため，現場に十分な情報をフィード
バックできない．

大学 
学科ではメディカルチェックのための

身長，体重，体脂肪，筋力，柔軟性，関節の弛緩性，
骨形態に関して国内外のこれまでの研究をもとに最
適な測定項目を決定し �年次生に実施している．し
かし，測定時期毎に測定結果を ��������� �� �����

に入力し，個々にフィードバックするレポートを学
生毎に �件ずつ作成していたため，非常に処理が煩

雑で時間を要した．また，測定時期毎に測定結果を
管理していたため前回の測定結果との経過比較も容
易ではなかった．このような経緯から，この煩雑で
時間を要する処理を改善し，測定結果の経過比較も

容易におこなえるシステムの開発について，現場よ
り依頼があった．
この開発依頼を受け，
大学
学科の学生を対象

としたメディカルチェックデータを蓄積・管理し，
そのデータをもとに測定結果からわかりやすいレ
ポートを作成できるシステムの開発をおこなった．
現場でのシステムの利便性も考慮し，一般的なシス
テムでは採用されない ������から利用できるシ
ステムとしたことが，本システムの大きな特長の �

つである．本論文の ������とは，書き込み可能
メディアである ����，�����を指す．
現場のニーズを満たしたシステムを開発するとと

もに，������からシステムを利用する新しい試
みが，現場でのシステムの利便性向上と，システム
の修正・更新にかかる作業コスト軽減に有効である
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ことの確認を目的とした．
�．システム概要

本システムでは，毎年，
大学
学科 �年次生に
実施されているメディカルチェックデータの蓄積・

管理をおこなう．メディカルチェックのデータ項目
は，基本データと，身体組成，アライメント，関節不
安定性，運動痛，筋力，大腿周径，関節柔軟性の 
つ
のグループに分類される．グループのデータ項目に
ついては表 �のとおりである．メディカルチェック
データの測定は �月，
月と�	月の �回おこなわれ
ており，測定年月を括りとして，�回分のメディカ
ルチェックデータをデータベースに蓄積する．蓄積
された結果は，個人毎に % �用紙 �枚のレポートと

して，表示・印刷することができる．�枚のレポー
トには �回分の測定結果を表示することができ，レ
ポートを見るだけで，測定結果の変化を把握するこ
とが可能である．また，結果の表示形式において，
筋力，関節柔軟性の �つのデータ項目グループの結
果については数値だけではなくグラフ化して表示す
ることで，より直感的に全体のバランス，個々の項
目の測定結果の経過を把握することを可能とした．
�．システム構成

システム構成については，��&アプリケーション
と一般的なアプリケーションの形態を検討した．

近年さまざまなシステムが��&アプリケーショ
ンとして開発されている．��&アプリケーション
システムとするメリットは，ネットワークに接続さ
れシステムサーバまでの経路を確保できていれば，

特にクライアントにシステムのセットアップを必要
とせず，ユーザは ' ��� �� ��(�����に代表される
��&ブラウザ上でシステムを利用できる点にある．
デメリットとしては，�枚のページに表形式で多量
データを表示・編集することが非常に困難であり，
データ入力時に容易な操作性を確保できないことが
挙げられる．
一般的なアプリケーションシステムとするメリッ

トは，データの表示や入力編集の操作について，��&

アプリケーションに比べ，多彩な表現と柔軟性を得
ることができる点にある．デメリットとしては，シ
ステムがインストールされているクライアントでの
利用に限定され，システムを利用するためにはシス
テムのインストールが必要であることが挙げられる．
今回開発したシステムでは，個人毎にデータ項目

が
	項目もあり，入力されたデータから自動計算さ
れ表示される項目などを除いても��項目の入力が必
要である．�度に入力するデータ件数は，学生 �学

年分となるため，�	名程度と考えられる．データ件
数として多くはないが，個々のデータ項目が多いた

表 � 測定項目
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め入力作業時の操作性が非常に重要となる．よって，
今回はデータ表示に多彩な表現とデータ入力時の柔
軟性を得ることを優先し，一般的なアプリケーショ
ンとして開発した．また，データは複数の端末から

の表示・入力編集を可能とするため，データベース
サーバに格納することにし，クライアント*サーバ
形式とした．
システム構成は図 �のとおりである．
ハードウェアの構成は，クライアント*サーバ形

式をとるためデータを蓄積するためのデータベース
サーバとして�� !�"� �			 +��,��を �台，システ
ム開発用端末として�� !�"� #$を �台使用した．
また，システムを利用する端末として，�� !�"�

#$を複数台使用している．
ソフトウェアの構成は，サーバにデータを蓄積する

ためのデータベースに，��������� +-. +��,�� �			

を使用した．またシステムの開発には，���������

���/0� +�/!��．��1 �		�を使用し，開発言語に
は，���/0� 20���を使用した．また，���/0� +�/�
!��．��1 �		�の標準コントロールだけでは，グ
リッド機能，レポート*印刷機能を使用した開発が十
分におこなえないため，3�0(����4 5���3��! ���．

��1 ��	6，3�0(����4 %���,���(���� ���．��1
+�0 !0�! �!���� を使用し，グリッド機能，レポー
ト*印刷機能を拡充させシステムを開発した．
�．����	
からの利用

一般的なアプリケーションでは，開発したシステ
ムは各利用端末にセットアップもしくはコピーし，
システムを動作させるための必要な設定値をレジス
トリなどに追加することで，実行可能となる．しか
し，この方法では，システムを使用するための端末

が変更，追加される度に，端末にシステムをセット
アップし，レジストリに設定値を追加する必要があ
る．また，使用する端末の変更がなくとも，システ

ムに修正・変更がある度にシステムと設定値の更新
が必要である．
これでは現場で利用端末の追加や変更が容易にお

こなうことができないためシステムの利便性が非常

に悪い．そこで，この問題を解消するために，利用
端末にシステムをセットアップし，設定値を登録し
て使用する方法をやめ，システムを ������に納
め，システムを使用したい端末に ������を挿入
することでシステムが ������から利用できるよ
うに変更した．これが今回開発したシステムの大き
な特長の �つである．
システムサーバと同一ネットワーク上に接続され
ている端末であれば，システムを納めた ������

を挿入することで，�� !�"� #$以上（�0�は不
可）の�+上からシステムを利用することができる．
これにより，システムを利用するために用いる端末
にシステムのセットアップ・設定が不必要となる．
また，システムに修正・変更があった場合も，新

しいシステムを納めた ������を作成し，再配付
することで対応することができる．システムを一度
に複数の端末から使用する場合は，������をコ
ピーするだけで，������の枚数分のシステムを

同時に実行し利用することが可能である．同時にシ
ステムを使用できることで入力編集の作業効率の向
上が見込まれる．
一般的なシステムでは，システムの起動が端末

のハードディスクにセットアップした場合よりも
������からの利用では低速になること，またス
タンドアロンシステムの場合，データ蓄積するため
には，端末のハードディスクを使用する必要がある
ことなどからこの方法を実装することは難しい．し

かし，今回開発したシステムは，データをサーバに
蓄積・管理するクライアントサーバ*形式を採用し
ているため，端末のハードディスクを使用してデー

図 � システム構成
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タを蓄積する必要がない．システムの起動は低速で
あるが，システムサーバと同一のネットワークに接
続された�� !�"� #$端末があればどこからでも
システムを使用できること，������を複製して

複数端末から同時にシステムを使用できることなど
から，������からの利用が最適と考え実装した．
�．機能

本システムは，
学生を対象としたシステムであ
るため，新入生の学籍番号，氏名などの基本データ
は，年度初旬にシステムを介さずデータベースに直
接一括登録をおこなっている．管理する学生の新規
追加や基本データ項目の変更をシステムからおこな
う必要がないため，この機能はシステムに実装して

いない．また，対象者を管理するグループを追加す
ることで 
学科学生と 
市国体強化選手のように，
対象を複数に分類して管理することもできる．デー
タ編集では，基本データ項目以外のデータの入力と
編集をおこなうことができる．印刷では，メディカ
ルチェック測定結果記入用紙，メディカルチェック
結果の表示・印刷をおこなうことができる．

�．�．データ編集

データ編集では，新規データの入力と編集をおこ
なうことができる．図 �がデータ編集の画面である．
測定データを測定と同時進行で入力，あるいは測定

終了後にまとめてデータ入力する際の負担をできる
限り軽減されるように開発した．本システムは 
大
学 
学科の学生を対象としているため，基本デー
タは事前に一括登録をおこなっている．よって，測
定データの入力編集時に基本データを入力する必要
はない．入学年度が同じであれば同一グループとし
て扱い，入学年度と測定時期に 7 �年次 �月8，7 �
年次 
月8と 7 �年次�	月8のいずれかを選択する
ことで，指定した入学年度の学生の基本データと測

定結果の一覧を表示し，測定結果を入力・編集でき
るようにした．測定時期についても運用に合わせ追
加・変更が可能である．
表計算ソフトと比べても容易にデータを入力でき

るように，一人の学生の最後のデータ項目の入力を
終えると，次の学生の最初のデータ項目の入力欄に
カーソルが自動的に移動する．表 �に示すほかの測
定項目を元にシステムが自動で表示する項目列には，

図 � 画面：データ編集
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カーソル移動させない．測定結果が数値となるもの
については，有効入力桁数を設定し入力ミスを軽減
させる．関節不安定性などの測定結果が選択項目で
あるものについては，コンボボックスによる選択式

とした．しかし，コンボボックスで値を選択する操
作は，一般的にキーボードから手を離し，マウスを
使用してコンボボックスの選択リストを表示させ値
を選択することになる．これでは，キーボードとマ
ウスを手が行き来するために，入力効率が非常に悪
い．そこで，手をキーボードからマウスに移動させ
ずともコンボボックスに値を選択できるようコード
による直接入力も可能にした．コード選択項目に意
味のない連番で割り当てるのではなく，なるべく入

力者がコードを入力するのにイメージしやすいよう
に設定した．コードと選択項目の対応は表 �に示す．
このシステムでのコンボボックスで入力する選択項
目は，%，2，�の �種類である．そこで，コードは
	を 7なし8，�を 7あり8と設定し，%の場合コー
ドと選択項目の対応は 	：なし，�：ありと設定し，
2のように，左右の部位がある場合には，コードの
桁数を �桁として，入力する左側を 7左8，右側を 7

右8と設定し，		：左右ともなし，�	：左のみあり，

	�：右のみあり，��：左右にありと設定した．�も
2と同様の方法でコード化し 7中8という部位が発
生するためコードは �桁となり，入力する左側を 7

左8，中側を 7中8，右側を 7右8と設定している．こ
のように入力方法，コード設定することにより，マ

表 � コードと選択項目

ウスを使用せず，テンキーとカーソルキーのみで測
定データの入力編集をおこなえる．
図 �の上部に表示されている 
つのグループボタ

ンをクリックすることで，グループごとに測定項目

の表示*非表示を切り替えることができる．すべての
データ項目を表示すると
	項目と非常に多いため，
確認・入力編集したいデータ項目を見つけ出すこと
が困難である．そこで，測定項目の属性で分類した

つのグループ毎に，データ項目の表示*非表示を
切り替えることができるように設定した．これによ
り，確認したい項目をすばやく表示することが可能
となった．特定のグループのみのデータを入力編集
する際にも，この機能は活用できる．また，測定項

目列の標題をクリックすることにより，クリックし
た測定項目でソートすることも可能である．ソート
順はクリックをする度に，昇順・降順が入れ替わる．
現在，本システムは解析機能を有していない．蓄

積されたデータの解析機能のシステムへの実装は今
後の課題である．蓄積されたデータをシステム外で
二次利用できるようデータ書き出し機能は実装済み
である．書き出すデータ項目が多いため汎用的な表
示書式の設定できない ��,形式によって書き出した

場合データの確認が難しい．よって，データ書き出し
の形式には表示書式を設定することのできる �����

形式を採用した．書き出したデータは �����で開き
利用することができる．�����以外の一般的な解析
用ソフトでデータを使用する場合には，�����にて
��,形式に保存しなおせば活用することができる．
�．�．印刷

印刷では，メディカルチェック測定結果記入用紙，
メディカルチェック結果の表示・印刷をおこなうこ

とができる．図 �が印刷の画面である．
メディカルチェック測定結果記入用紙（図 �）は，

メディカルチェック測定時に結果を記入する用紙で
ある．記入用紙はすでに現場で使用されていたもの
を基に作成した．基となる記入用紙をほぼ踏襲して
いるが，システムに入力する測定項目の順番と記入
用紙の測定項目の順番を揃え体裁を整えたことで，
記入用紙からシステムへの入力の効率化を図った．
メディカルチェック結果（図 �）では，% �サイ

ズ �枚の用紙に �回の測定結果をまとめて表示する
ことができ，�回の測定結果の経過を容易に比較す
ることができる．特に筋力，関節柔軟性の �つのグ
ループの結果については測定結果を数値だけでなく
グラフ化して表示する．これにより，グループ内の
測定項目を総体的に捉えること，�回の測定結果の
経過を捉えることが容易となった．また，印刷をか
けなくとも画面上で印刷プレビューにて確認するこ
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図 � 画面：印刷

図 � 印刷：メディカルチェック測定結果記入用紙
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図 � 印刷：メディカルチェック結果
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とも可能である．
�．グラフ化

メディカルチェック結果では，筋力，関節柔軟性
の測定項目について，1�スコアを用いてグラフ化を

おこなっている．グラフは一般的なレーダーチャー
トの形式だが実装するための最適なツールがなかっ
たため，ラインとポイントの座標を指定してドロー
する方法で実現した．�回分の測定値をグラフにプ
ロットするため，値のプロット位置が重なってもわ
かりやすいように，ライン，プロットポイントの形
状・大きさ・カラーなどを工夫することで見やすい
グラフを実現した．各設定項目の 1�スコアを算出
するために使用する平均値，標準偏差は，現場の協

力により過去 9年間蓄積したデータより性別毎に得
た．グラフ化に使用する基準となる平均値，標準偏
差は簡単に変更できるよう編集画面を設けた．
グラフ化する際に，1�スコアをそのままスケール
に使用すると煩雑となるため，1�スコアの値を図
9のように変換してグラフ化した．�以下のものは
� ，�以上のものは �として扱い，�� �の間は連
続値により表現した．

図 � ��スコアとグラフのスケール


．システムの導入と今後の課題

本システムは，�		9年 �月より 
学科 �年次生
のメディカルチェクデータの蓄積，フィードバック
レポートの作成に利用されている．システムの導入

により，現場でのデータ入力編集，レポート作成な
どの作業負担の軽減を図れた．�		
年度より，これ
まで測定回数が �月，
月の �回であったところ�	

月にも測定を実施している．これはシステムを導入

することによりデータ入力編集，レポートの作成が
容易になったことから可能となった．上記に説明し
たシステム構成と機能の実装により，現場の要望で
あった煩雑で時間を要する処理を改善し，測定結果
の経過比較も容易におこなえるシステムを開発する
目的を遂げた．現場からも大変良い評価をいただい
ている．また，本システムの特長である ������

からシステムを利用する方法を採用したことで，現
場ではシステムを利用する場所が固定されることな

く，また容易にシステムを複製し同時に使用できる
ことで利便性が向上した．また開発側の立場から，
システムの修正・更新の際，直接利用端末へインス
トール作業をおこなう必要がないことから，作業コ
スト削減に効果を上げている．
これらのことから，本システムは現場のニーズを
満たすとともに，システム実行媒体として������

を採用する新たな試みにて十分な成果を上げたと考
える．

本システムは 
学生を対象として開発されたシ
ステムであるが，現在，
市国体強化選手のメディ
カルチェックデータ管理にも使用され効果を上げ
ている��．しかし，
市国体強化選手のメディカル
チェックについては 
学科学生のメディカルチェッ
クと業務フローが異なるため，今後現場と業務フ
ローを見直し，より汎用的に使用できるシステムの
開発を図る予定である．
また今後も，現場のニーズに合わせシステムをよ

り良く改善していくとともに，蓄積されたデータの
解析・活用について検討していく予定である．

本研究は，平成��年度川崎医療福祉大学プロジェクト研

究の研究費補助によるものであることを付記して感謝の意

を表する．
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